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（あ行） 

□インフルエンザ 

インフルエンザウイルスを病原体とする人の感染症で、主に発熱、咳、全身倦

怠感、筋肉痛などの症状を引き起こすが、他の呼吸器感染症等と見分けることは

難しい。また、軽症の場合もあれば、重症化して肺炎、脳炎等を引き起こす場合

もある。 

インフルエンザウイルスに感染してから発症までの期間（潜伏期間）は、季節

性インフルエンザであれば１～５日であるが、感染しても発症しないこともある

（不顕性感染）。主な感染経路は、飛沫感染と接触感染であり、潜伏期間中や不顕

性感染で症状がない場合でも他の人への感染はあり得る。 

 

□インフルエンザウイルス 

インフルエンザウイルスは、ウイルスの抗原性の違いから、Ａ型、Ｂ型、Ｃ型

に分類される。人でのパンデミックを引き起こすのはＡ型のみである。Ａ型は更

に、ウイルスの表面にある赤血球凝集素（ＨＡ）とノイラミニダーゼ（ＮＡ）と

いう２つの糖蛋白の抗原性の違いによって亜型に分類される。 

平成２１年に確認されたインフルエンザ(Ｈ１Ｎ１)２００９、季節性インフル

エンザのＡ/ソ連型(Ｈ１Ｎ１)、Ａ/香港型(Ｈ３Ｎ２)は、これらの亜型を指して

いる。 

 

□インフルエンザ(Ｈ１Ｎ１)２００９ 

※「新型インフルエンザ(Ａ/Ｈ１Ｎ１)」を参照 

 

（か行） 

□感染症（かんせんしょう） 

ウイルス、細菌等の病原体が感染することによって引き起こされる疾病をいう。 

感染症法における感染症とは、同法第６条に規定する一類感染症、二類感染症、

三類感染症、四類感染症、五類感染症、新型インフルエンザ等感染症、指定感染

症及び新感染症であって、同法で規定され、又は政令・省令で定められた疾病を

いう。 
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感染症法上の類型とインフルエンザの位置付け 

 

□帰国者・接触者外来（きこくしゃ・せっしょくしゃがいらい） 

新型インフルエンザ等の発生国からの帰国者や患者の濃厚接触者であって発

熱・呼吸器症状等を有する者に係る診療を行う外来。栃木県が設置する。 

なお、市内・県内感染期においては、流行状況等をみながら、新型インフルエ

ンザ等の初診患者の診療を行わないこととしている医療機関等を除き、原則とし

て、一般の医療機関（内科・小児科等、通常、感染症の診療を行う全ての医療機

関）で診療する体制に移行する。 

 

□帰国者・接触者相談センター（きこくしゃ・せっしょくしゃそうだんセンター） 

発生国から帰国した者又は患者への濃厚接触者であって、発熱・呼吸器症状等

を有する者から、電話で相談を受け、帰国者・接触者外来に紹介するための相談

センター。栃木県が設置する。 

感染症類型 感染症の性格 インフルエンザの区分 

新 感 染 症 

既知の感染症と症状等が明らかに異なり、感染

力、罹患時の重篤度から判断した危険性が極め

て高い感染症 

 

一類感染症 
感染力、罹患時の重篤度から判断した危険性が

極めて高い感染症 
 

二類感染症 
感染力、罹患時の重篤度から判断した危険性が

高い感染症 

鳥インフルエンザ(H5N1 及び H

7N9) 

三類感染症 

感染力、罹患時の重篤度から判断した危険性は

高くないが、特定の職業への就業によって集団

発生を起こし得る感染症 

 

四類感染症 

人・人感染はほとんどないが、動物や物件を介

して感染するため、それらの消毒、廃棄などが

必要となる感染症 

鳥インフルエンザ（鳥インフル

エンザ(H5N1及び H7N9)を除く） 

五類感染症 

感染症発生動向調査の結果等に基づいて情報を

国民や医療関係者に提供することによって、発

生や感染の拡大を防止すべき感染症 

インフルエンザ（鳥インフルエ

ンザ及び新型インフルエンザ

を除く）※季節性インフルエン

ザが該当 

新型インフ 

ルエンザ等 

感  染  症 

新たに人・人感染能力を得た（又は再興した）

ウイルスによるインフルエンザで、まん延によ

って、国民の生命・健康に重大な影響を与える

おそれがあるもの 

新型インフルエンザ、再興型イ

ンフルエンザ 

指定感染症 

既知の感染症の中で一～三類及び新型インフル

エンザ等感染症に分類されない感染症におい

て、一～三類に準じた対応の必要が生じた感染

症 

 



用語解説   

- 60 - 

 

□業務（継続）計画（ぎょうむけいぞくけいかく） 

企業が新型インフルエンザ等の緊急事態に遭遇した場合に、事業資産の損害を

最小限に留め、中核となる事業の継続や早期復旧を可能とするために、平常時に

行う活動や緊急時での事業継続のための手段などを事前に取り決めておく計画

のこと。ＢＣＰ（Business Continuity Plan）という。 

指定（地方）公共機関は、特措法に基づき、業務計画の作成が義務づけられて

いる。 

 

□個人防護具（こじんぼうごぐ（Personal Protective Equipment：ＰＰＥ）） 

マスク、ゴーグル、ガウン、手袋等のように、各種病原体、化学物質、放射性

物質、その他の危険有害要因との接触による障害から個人を守るために作成され

た防護具をいう。 

特に病原体の場合は、その感染を防御することが目的であり、感染経路や用途

（スクリーニング、診察、調査、侵襲的処置等）に応じて適切なＰＰＥを準備す

る必要がある。 

 

（さ行） 

□指定（地方）公共機関（してい（ちほう）こうきょうきかん） 

新型インフルエンザが発生した場合、その社会的影響の大きさから、行政機関

のみならず事業者を含めた社会全体で取り組む必要がある。指定（地方）公共機

関は、医療の提供や、電気、ガスの供給などの公益事業を営む法人のうち、発生

時における業務の継続性等の基準に基づき国又は都道府県知事が指定した事業

者を指し、新型インフルエンザ発生時、その本来的業務の実施を通じて、新型イ

ンフルエンザ対策を実施する責務を有する。 

なお、指定（地方）公共機関制度は、災害対策基本法などで設けられているも

のであり、特措法の制定により、新型インフルエンザ対策においても設けられた

ものである。 

 

□新型インフルエンザ（しんがたインフルエンザ） 

新たに人から人に感染する能力を有することとなったインフルエンザウイル 

スを病原体とするインフルエンザをいう。 

毎年流行を繰り返す季節性インフルエンザとは異なり、ほとんどの人が新型イ 
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ンフルエンザのウイルスに対する免疫を持っていないため、ウイルスが人から人

へと効率よく感染し、急速かつ大規模なまん延を引き起こし、世界的大流行とな

るおそれがある。 

市行動計画における「新型インフルエンザ」は、感染症法に基づく新型インフ

ルエンザ等感染症を指すものとし、かつて世界的規模で流行したインフルエンザ

であってその後流行することなく長期間が経過したものが再興した「再興型イン

フルエンザ」を含むものとする。 

 

□新型インフルエンザ(Ａ/Ｈ１Ｎ１)（しんがたインフルエンザ(Ａ/Ｈ１Ｎ１)）  

２００９年(平成２１年)４月にメキシコで確認され世界的大流行となった、Ｈ

１Ｎ１亜型のウイルスを病原体とするインフルエンザをいう。 

このインフルエンザは、２００９年(平成２１年)４月２８日から２０１１年

(平成２３年)３月３１日までの間、感染症法に基づく「新型インフルエンザ等感

染症」に位置付けられ、「新型インフルエンザ(Ａ/Ｈ１Ｎ１)」と称されていたが、

その後は「インフルエンザ(Ｈ１Ｎ１)２００９」に改称された。 

 

□新型インフルエンザワクチン（しんがたインフルエンザワクチン） 

新型インフルエンザの感染による重症化防止等を目的に接種されるワクチン

で、パンデミックワクチンとプレパンデミックワクチンがある。 

※「パンデミックワクチン」及び「プレパンデミックワクチン」を参照 

 

□新感染症（しんかんせんしょう） 

新感染症とは、感染症法第６条第９項において、人から人に伝染すると認めら

れる疾病であって、既に知られている感染症の疾病とその病状又は治療の結果が

明らかに異なるもので、当該疾病にかかった場合の病状の程度が重篤であり、か

つ、当該疾病のまん延により国民の生命及び健康に重大な影響を与えるおそれが

あると認められるもの。 

 

□咳エチケット（せきエチケット） 

感染の拡大を防止するための取組をいう。具体的には、咳やくしゃみの際にテ 

ィッシュなどで口と鼻を押さえ周囲の人から顔をそむけること、使用後のティッ
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シュをすぐにフタ付きのゴミ箱に捨てること、有症者はマスクを正しく着用する

ことなどがある。 

 

□接触感染（せっしょくかんせん） 

皮膚と粘膜、創の直接的な接触、あるいは中間に介在する環境などを介する間

接的な接触による感染経路をいう。例えば、患者の咳、くしゃみ、鼻水などに含

まれたウイルスが付着した手で机、ドアノブ、スイッチ等を触れた後に、その部

位を他者が触れ、かつその手で自分の目、口、鼻を触れることによってウイルス

が媒介される。 

 

□潜伏期間（せんぷくきかん） 

インフルエンザウイルスなどの病原体に感染してから、症状が出るまでの期間

をいう。 

潜伏期間は病原体によって異なる。 

 

（た行） 

□致命率（ちめいりつ） 

流行期間中に新型インフルエンザに罹患した者のうち、死亡した者の割合。 

 

□鳥インフルエンザ（とりインフルエンザ） 

Ａ型インフルエンザウイルスによる鳥の感染症で、このうち、ニワトリなどの

家きんに対して高い死亡率を示すなど、特に強い病原性を示すものを「高病原性

鳥インフルエンザ」という。 

 

□鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）（とりインフルエンザ(Ｈ５Ｎ１)）  

鳥インフルエンザは鳥類の感染症であるが、稀に、鳥インフルエンザのウイル 

スが人に感染することがある。鳥インフルエンザのウイルスのうちＨ５Ｎ１亜型

のウイルスを病原体とする人の感染症を「鳥インフルエンザ(Ｈ５Ｎ１)」といい、

近年東南アジアを中心にアジア、中東、アフリカで症例が報告されている。 

鳥類から人への感染は、感染した鳥類又はその死骸やそれらの内臓、排泄物等

に濃厚に接触した場合に限られるとされている（十分に加熱調理された鶏肉や鶏
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卵からの感染の報告はない。）。また、人から人への感染は極めて稀であるが、患

者と長期間にわたって感染防止策をとらずに濃厚に接触した家族内での感染事

例が報告されている。 

鳥インフルエンザ(Ｈ５Ｎ１)を発症した場合は、通常のインフルエンザの症状

にとどまらず、重症肺炎や時に多臓器不全等をきたし、致死率は約６０％と高い

ことが知られている。こうしたことから、鳥インフルエンザ(Ｈ５Ｎ１)のウイル

スが人から人へと効率よく感染する能力を獲得し、強い病原性を示す新型インフ

ルエンザウイルスに変異した場合には、甚大な健康被害と深刻な社会・経済活動

への影響をもたらすことが懸念されている。 

 

（な行） 

□濃厚接触者（のうこうせっしょくしゃ） 

新型インフルエンザ等の患者と濃密に、高頻度又は長期間接触した者（感染症

法において規定される新型インフルエンザ等に「かかっていると疑うに足りる正

当な理由のある者」が該当する。発生した新型インフルエンザ等の特性に応じ、

具体的な対象範囲が決まるが、例えば、患者と同居する家族等が想定される。 

 

（は行） 

□パンデミック 

感染症の世界的大流行をいう。特に新型インフルエンザは、ほとんどの人がウ

イルスに対する免疫を持っていないため、人から人へと容易に感染し、世界中で

大きな流行を起こす。 

 

□パンデミックワクチン 

新型インフルエンザが発生した段階で、当該新型インフルエンザのウイルス又

はこれと同じ抗原性をもつウイルスを基に製造されるワクチンをいう。 

 

□飛沫感染（ひまつかんせん） 

ウイルスを含んだ大きな粒子（５ミクロンより大きい水滴(飛沫)）が、咳、く

しゃみ、会話等によって飛散し、他の人の鼻や口の粘膜あるいは結膜に接触する

ことによって感染する経路をいう。飛沫
まつ

は空気中を漂わず、１～２メートルしか 
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到達しない。なお、５ミクロン以下の飛沫核は空気中を漂うが、これによる感染

を空気感染（飛沫核感染）という。 

 

□プレパンデミックワクチン 

新型インフルエンザが発生する前の段階で、新型インフルエンザウイルスに変

異する可能性が高い鳥インフルエンザウイルスを基に製造されるワクチンをい

う。現在、国は、鳥インフルエンザ(Ｈ５Ｎ１)亜型を用いたプレパンデミックワ

クチンを備蓄している。 

 

（や行） 

□要援護者（ようえんごしゃ） 

  政府ガイドラインにおける要援護者の例は、以下の通りである。 

  a.一人暮らしで介護ヘルパー等の介護等がなければ、日常生活（特に食事）が 

非常に困難な者  

b.障害者のうち、一人暮らしで介護ヘルパーの介護や介助がなければ、日常生

活が非常に困難な者  

c.障害者又は高齢者のうち、一人暮らしで支援がなければ市町村等からの情報

を正しく理解することができず、感染予防や感染時・流行期の対応が困難な

者  

d.その他、支援を希望する者（ただし、要援護者として認められる事情を有す

る者）  

 

  なお、要援護者の定義については、在宅高齢者、障害者等のうち、支援が必要 

と認められる者とし、別途マニュアルで定める。 


